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　商品を取り上げるとなった今回、協同組合以外の営利企業に言及
する機会が多くなりました。そうしたこともあって、いつもとは少
し雰囲気の違う紙面になったのではないでしょうか。
　今回ご登場頂いた良品計画や通販生活は、生協と共鳴する部分を
多々お持ちです。だからこそ、企業と協同組合という違いをこえて、
お互いに学びあうことが、いま重要な課題になっていると感じまし
た。他にも、協同組合と通ずるブランドや企業・団体がありました
ら、編集委員にぜひご紹介頂ければ幸いです。（太）
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表紙紋様「山葡萄の紋様」 
山葡萄は、普段目にしている現在の西洋の葡萄とは異なり、日本列島
の野山に自生する野生の葡萄のことを指します。山奥で人知れず花を
咲かせ、多くの果実をつけることから、多産の象徴、安産と子孫繁栄
の象徴として喜ばれていたようです。雌木と雄木があるので栽培は難
しいですが、果実は古来より薬として珍重されてきました。
生協では組合員の方々の意見を反映させた、生協ブランド商品の開発
が行われています。そこから生まれた商品が、山葡萄の様に、薬とし
て生活の糧として社会に貢献し、今後も数多くの商品が生み出されて
いきますように。 
　　　　　　　　　　    田内隆司／京小紋画像提供 （田内設計事務所）
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【訂正】
『くらしと協同』（2015 年夏号）P10 左段
下から 10 行目、日立造船「生協」が…を
日立造船「の当時の労組員」が…に訂正
します。

季刊号

増刊号




